地域研の皆さんへ


　日頃より大変お世話になります。

　さて、新型コロナウイルス感染症の拡大とそれに伴い、緊急事態宣言が全都道府県に発令・延長される事態となり、現段階において、新型コロナウイルス感染症の収束が見通せないこと、また、自治体学校開催予定時期における住民生活のあり様や自治体職員の勤務状況、6月議会の状況と地方議員の活動状況などが見通せないことから、自治体問題研究所緊急三役会議(5月2日)、および、文書での自治体学校実行委員会の検討の結果、大変残念ではありますが、一堂に会しての自治体学校は中止せざるを得ないと判断し、昨日、広島国際会議場をキャンセルしたところです。

　とはいえ、地方自治と住民生活をめぐる課題は山積しており、そのうえ、新型コロナウイルス問題は、各分野に様々な影響を及ぼしており、秋以降の地域・行政課題を念頭に学習し交流すべき重要性はいっそう増していると考えています。

　そこで自治体学校実行委員会として、インターネットを使った会議システムである「zoom」などを活用することで、この夏に、「集合型ではない自治体学校」を代替措置として実施できないか、開催日時、形式、内容等も含め早急に検討していくこととしています。

　自治体問題研究所としても初めての試みとなることから、不安は尽きませんが、実行委員の皆さんそして、地域研の皆さんと力を合わせ、この難関を乗り越えていきたいと考えております。

　自治体問題研究所総会までには一定の形をお示ししたいと考えておりますのでご協力のほどよろしくお願いいたします。
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